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地域の「やってみたい」を応援する情報誌

この街でアートを楽しむ
アートは特別なものというイメージを持つ方は多いのではないでしょうか。

非日常的なものだからでしょうか。

アートを通して自分の思いを表現している四街道の皆さんを紹介します。



ア
ー
ト
全
般
を
通
し
て
自
己
表
現
で
き
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
定
期
的
に
受
け

持
っ
て
い
ま
す
。「
そ
の
人
の
そ
の
日
の

気
分
は
絵
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
の
で

す
」。

　
ア
ー
ト
は
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
難

し
い
人
に
と
っ
て
、
社
会
や
他
者
と
つ
な

が
る
ツ
ー
ル
と
な
り
、
日
常
生
活
を
豊
か

に
し
て
い
る
の
で
す
。

酪
農
と
ア
ー
ト

　
鹿
放
ケ
丘
で
父
の
経
営
す
る
牧
場
を
支

え
な
が
ら
作
品
を
作
っ
て
い
る
西
岡
美
千

代
さ
ん
。
伝
統
工
芸
師
だ
っ
た
母
方
の
祖

父
の
影
響
で
、
小
さ
い
頃
か
ら
芸
術
が
身

近
に
あ
り
東
京
藝
術
大
学
へ
進
学
、
そ
こ

で
鋳
金
を
学
び
ま
し
た
。
鋳
金
と
は
金
属

を
溶
か
し
型
に
流
し
込
ん
で
成
形
す
る
技

術
の
一
つ
。
金
属
の
よ
う
な
扱
い
の
難
し

い
素
材
を
操
る
こ
と
に
西
岡
さ
ん
は
面
白

み
を
感
じ
て
い
ま
す
。
制
作
を
続
け
る
た

め
、
広
さ
の
あ
る
ア
ト
リ
エ
が
必
要
に
な

り
、
実
家
の
牧
場
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
子
ど
も
の
頃
か
ら
生
き
物
の
生
死
が

身
近
に
あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
文
化
は
死

を
遠
ざ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
け
れ
ど

も
、
死
は
自
然
な
こ
と
。
自
分
も
大
き
な

生
態
系
の
一
部
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

生
き
物
と
共
に
過
ご
す
西
岡
さ
ん
に
と
っ

て
ア
ー
ト
は
、
生
き
る
こ
と
と
死
ぬ
こ
と

を
表
現
す
る
手
段
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
西
岡
さ
ん
の
作
品
を
市
内
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
四
街
道
市
在
住

の
作
家
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展
「
テ
ン
テ
ン

テ
ン
テ
ン
展
」（
毎
年
夏
に
開
催
）。「
作

品
を
通
じ
て
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
土
地
、

人
と
改
め
て
つ
な
が
る
喜
び
が
あ
り
ま
し

た
。
四
街
道
に
は
す
て
き
な
作
家
が
た
く 

さ
ん
い
る
。
そ
れ
も
知
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
発
表
の
場
が
あ
る
こ
と
で
制
作
活

動
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
保
た
れ

る
の
だ
と
話
し
ま
し
た
。

市
民
活
動
と
と
も
に

　
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン
展
の
メ

ン
バ
ー
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

市
民
活
動
に
参
加
し
、
市
民
の

日
常
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
遠
藤
祐
子
さ
ん
は
子
ど
も
サ

ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
。

「
よ
つ
か
い
ど
う
　
こ
ど
も
た

ち
の
い
ば
し
ょ
さ
が
し
」
の
制

作
を
担
い
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン

を
通
し
て
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
か
か
わ
る
人
た
ち
の
思
い
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
を

意
識
し
て
い
ま
す
。

　
宮
本
英
恵
さ
ん
は
こ
れ
ま
で

培
っ
た
ア
ー
ト
の
知
識
と
経
験

を
生
か
し
、
障
害
者
支
援
に
携

わ
る
一
人
。
絵
画
を
中
心
に

ア
ー
ト
っ
て

な
ん
だ
ろ
う

（写真右）福祉施設でアート支援を進める宮本さん　（写真左上） 西岡さ

んの作品「うつろう」　（写真左下） 遠藤さんがデザインした「よつかい

どう こどもたちのいばしょさがし」

ち
ゆ
う
き
ん



　「みんなで」のテーマにアートを取り上げると決め

た時、その楽しみ方をどのように伝えたらよいのか、

悩みました。

　今回の取材を通して、アートは作家からのメッセー

ジでもあり、受け手はそのメッセージをどのように

受け取ってもよいものだ、ということが分かりました。

　多くの作品を見ることで私たちの感性は磨かれて

いきます。そうして培われた豊かな想像力をもって、

人と接することが、街全体を明るくすることにつな

がるのではないでしょうか。

　アートには、それを体験したり見たり触れたりす

ることで心をほっとさせ、また明日も頑張ろうと思

えるような力があります。

　コロナ禍において自粛を強いられがちな毎日です

が、気持ちを緩める時間も必要です。そんな時に日

常的にアートを感じることができる街になるといい

ですね。

　
2
0
1
8
年
、
大
日
の
元
歯
科
医
院
を

改
装
し
て
開
館
し
た
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ハ
ル

ジ
」。
待
合
室
、
診
療
室
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

室
な
ど
歯
科
医
院
な
ら
で
は
の
区
切
ら
れ

た
間
取
り
を
生
か
し
、
絵
画
を
中
心
に
版

画
や
造
形
な
ど
の
作
品
が
並
び
ま
す
。

　
も
と
も
と
歯
科
衛
生
士
と
し
て
働
い
て

い
た
菅
原
満
紀
子
さ
ん
が
ア
ー
ト
に
造
詣

が
深
く
、
待
合
室
に
絵
画
を
飾
っ
て
い
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
歯
科
医
院
を

閉
院
す
る
時
に
、
院
長
の
三
根
豊
さ
ん
と

共
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
運
営
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
当
時
は
、
歯
科
医
院
の
患
者

で
あ
っ
た
水
彩
画
家
を
は
じ
め
、
市
内
在

住
の
画
家
の
個
展
を
中
心
に
開
催
。
現
在

は
幅
広
く
県
内
外
の
作
家
の
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

　
三
根
さ
ん
は
「
四
街
道
に
は
美
術
館
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
展
示
場
所
が
で
き
て
、
市

民
が
も
っ
と
ア
ー
ト
に
触
れ
る
機
会
が
増

え
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
」
と
ほ
ほ
え

み
ま
す
。

　
ア
ー
ト
の
楽
し
み
方
に
つ
い
て
菅
原
さ

ん
に
尋
ね
る
と
「
難
し
い
こ
と
は
考
え
ず
、

素
直
な
気
持
ち
で
自
分
が
好
き
か
嫌
い
か

で
作
品
を
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
自

身
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
見
え
方

も
変
わ
る
の
で
、
何
度
も
足
を
運
ん
で
作

品
と
向
き
合
っ
て
み
る
と
よ
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」。
一
つ
の
作
品
で
も
感

想
は
い
ろ
い
ろ
。
な
か
で
も
子
ど
も
た
ち

が
感
じ
取
る
も
の
に
は
大
人
が
ハ
ッ
と
さ

せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
市
民
は
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
訪
れ
る
こ

と
で
ア
ー
ト
に
触
れ
、
関
心
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
作
家
は
作
品
を
披
露
す

る
こ
と
で
腕
が
磨
か
れ
て
い
き
ま
す
。
人

と
作
品
を
つ
な
ぐ
場
所
を
提
供
で
き
る
こ

と
が
と
て
も
う
れ
し
い
と
菅
原
さ
ん
は
語

り
ま
す
。

身近に感じて

広がる世界

今こそ、アートの力を

「綿毛のようにアートを街中に広めたい」と話す三根さん（左）と菅原さん

ハルジの窓辺で街を見守り続ける

じょうろのオブジェ

ギャラリーハルジ

住所：四街道市大日868－3

電話：050－1026－2160 

https://www.g-haruji.com/

連絡先



みんなで災害支援を考えるつどい

～四街道市にみんなで

災害支援ネットワークを！～

　ますます激甚化・多発化する自然災害。

被災者への支援は、国や自治体によるも

のだけではなく、地域、企業、NPO等

の団体や市民にも求められています。

　8月8日、36人が参加して専門的な知

識を有する弁護士から法制度から見た被

災者支援の話を伺い、ネットワークづく

りの必要性を学びました。

　前半は、弁護士永田豊さんによる講演

「被災者支援と災害時連携の重要性につ

いて」。災害時には市町村が発行するり

災証明やさまざまな法的被災者救済措置

が用意されていることが示されました。

さらに「利用する制度に選択肢がある場

合は一人で悩まず専門家に相談しましょ

う。相談を受ける側も自分に関係なけれ

ばしかるべき場へつなぐことも必要、そ

のためには多くの団体が連携をとること

が大切です」。

　後半は参加者の所属する団体が自分た

ちの活動を振り返りながら被災者支援に

ついて「提供できる資源」「ネットワー

クができると良い理由」などを考え、ワ

ークシートを作りました。その結果から、

各団体が災害時に支援できることは身近

にあり広範囲に及ぶこと、そして連携す

ることで一層深まることが分かりました。

それぞれが提供できる資源・知識につい

て発信しあえる関係を築いていけば、こ

れ以上に心強いことはありません。

　センターでは、これからも皆さんと一

緒に勉強会や情報発信を行いながら災害

支援のネットワークの構築を図っていく

予定です。

　10月11日、こまちだたまおさん（「た

まあーと創作工房」代表）を講師に迎え、

「まちにとけこむアート活動」の講演と

ワークを行いました。市内外からアート

活動をされている方、福祉事業所でアー

ト活動を担っている方を中心に31人が

参加しました。

　以前より子どもとアートの関わりに携

わっていたこまちださんは、自然環境が

身近にあることでアートの幅が広がるこ

とを感じ、出身地の上総一ノ宮でアート

教室を始めました。さらにイベントの出

展や福祉施設などの活動を通して、自身

の役割が見えてきたそうです。「アート

にはたくさんの答えがあり、社会にちょ

っとだけ潤いをもたらすツールとしての

役割があります」と語ります。

　後半は、アートをまちづくりにつなげ

るためのワークショップを行いました。

まずはグループに分かれ、このまちの資

源としてなにがあるのか、例えば歴史や

どんな人たちが住んでいるのか、どんな

自然や教育、福祉があるのかを出し合い

ました。そして自分の想いや夢を木に見

立て、これらの資源を栄養にどのように

花をつけ思いを実らせるかを絵にして描

き出してみました。

　人と人とをつなぐアートの役割。今回

はアートを生かしたまちづくりの考え方

の基礎を学び、アウトプットを行いまし

た。これからどのようにまちづくりにつ

なげていくのか、ヒントはたくさん見つ

かったのではないでしょうか。

オンラインツールを使って、地域のコミュニケーションを深めませんか？

センターでは初心者を対象にスマホやタブレット、オンラインアプリ（Zoom）の使

い方について相談受け付け・サポートを行います。気軽にご利用ください。

※令和3年3月末まで毎週火曜日実施、完全予約制、対面・電話・オンラインで対応。

予約・問い合わせは下記センターまで。

ピックアップ①

ピックアップ②

講演とワーク

「まちにとけけこむアート活動」
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たまあーと創作工房
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オンラインツールの

使い方について相談を受け付けます

おしらせ


